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国と地方の協議の場令和5年度第1回

国と地方の協議の場（令和5年度第1回）の会合の様子（出典：首相官邸ホームページより）

令
和
5
年
度
第
1
回
の
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
が
5

月
31
日
、首
相
官
邸
で
開
か
れ
、本
会
か
ら
は
清
水
富
雄
会
長

（
横
浜
市
）が
出
席
し
た
。会
合
で
は
▽
「
骨
太
の
方
針
」
の

策
定
等
▽
こ
ど
も・子
育
て
政
策
―
に
つ
い
て
地
方
六
団
体
代

表
と
岸
田
文
雄
首
相
は
じ
め
関
係
閣
僚
が
協
議
し
た
。

骨太の方針/こども・子育て政策清水会長
協
議府
府

岸
田
首
相
は
冒
頭
あ
い
さ

つ
で
、
今
国
会
で
成
立
し
た

改
正
地
方
自
治
法
に
触
れ
、

今
後
、
地
方
議
会
の
活
性
化

策
が
各
地
域
で
展
開
さ
れ
る

こ
と
に
期
待
を
抱
い
て
い
る

旨
述
べ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
清
水
会
長

は
、
地
方
議
会
の
活
性
化
に

向
け
た
地
方
自
治
法
の
改
正

へ
の
御
礼
を
述
べ
た
。
一
方
、

先
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
け

る
議
員
の
な
り
手
不
足
や
投

票
率
の
低
下
が
依
然
と
し
て

続
い
て
い
る
現
状
を
指
摘
。

こ
の
結
果
を
速
や
か
に
検
証
、

分
析
し
た
上
で
、
多
様
な
人

材
が
立
候
補
し
や
す
い
環
境

整
備
や
議
員
の
処
遇
改
善
な

ど
、
法
制
度
面
を
含
め
た
総

合
的
な
取
組
を
求
め
た
。

清
水
会
長
は
意
見
陳
述
で
、

▽
地
方
税
財
政
の
充
実
強
化

▽
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
に

つ
い
て
要
望
し
た
。

地
方
税
財
政
の
充
実
強
化

に
つ
い
て
は
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

に
お
け
る
地
域
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
社
会
保
障
、
防
災・減
災

な
ど
の
重
要
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
令
和
6
年
度
以
降

も
地
方
財
政
の
歳
出
の
伸
び

を
し
っ
か
り
と
確
保
し
、
地

方
税・地
方
交
付
税
等
一
般
財

源
の
着
実
な
増
額
を
求
め
た
。

ま
た
、
少
子
化
に
歯
止
め

を
か
け
、実
効
性
の
あ
る「
こ

ど
も・子
育
て
政
策
」を
推
進

す
る
た
め
、国・地
方
が
一
体

と
な
っ
た
取
組
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
訴
え
、
地
方
の

意
見
を
し
っ
か
り
と
聴
取
す

る
仕
組
み
を
設
け
て
、
政
策

の
着
実
な
推
進
に
要
す
る
恒

久
的
な
安
定
財
源
を
確
保
す

る
よ
う
求
め
た
。

意
見
交
換
で
は
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
経
済
再
生
に
つ
い

て
、
日
常
を
取
り
戻
す
中
で

感
染
状
況
に
留
意
し
つ
つ
、

地
域
経
済
の
本
格
的
な
再
生

に
向
け
た
取
組
が
急
務
だ
と

し
て
、
当
面
の
物
価
高
対
策
、

企
業
の
収
益
力
向
上
、
職
業

能
力
の
再
開
発
、
持
続
的
な

賃
上
げ
、
非
正
規
雇
用
の
正

規
化
な
ど
、
投
資・雇
用・所

得
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
強
力
な

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

と
訴
え
た
。

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い

て
は
、
想
定
を
超
え
た
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
災
害
に
備

え
る
た
め
、
新
た
な
国
土
強

靱
化
基
本
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
、
過
去
の
デ
ー
タ
や

知
見
に
と
ら
わ
れ
な
い
最
悪

の
事
態
も
想
定
し
た
防
災
・

減
災
対
策
の
見
直
し
も
含
め

た
検
討
を
求
め
た
。

清水会長
（横浜市）

安
定
財
源
の
確
保

一
般
財
源
の
着
実
な
増
額

こ
ど
も
・
子
育
て

こ
ど
も
・
子
育
て

地
方
税
財
政

地
方
税
財
政

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp


令和 5年６月 15日号（2）第 2231 号 全 国 市 議 会 旬 報

岡田デジタル田園都市
国家構想担当大臣

清
水
会
長
は
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
の
着
実

な
推
進
な
ど
3
項
目
に
つ
い

て
国
の
対
応
を
求
め
た
。

地
方
の
主
体
的
か
つ
継
続

岡
田
大
臣
は
、
昨
年
12
月

に
閣
議
決
定
し
た
「
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合

戦
略
」
に
基
づ
く
施
策
を
着

実
に
実
行
し
、
深
化
さ
せ
て

い
く
重
要
性
を
強
調
。
同
会

合
で
の
地
方
か
ら
の
意
見
を

踏
ま
え
て
、
来
年
度
予
算
要

求
や
年
末
の
総
合
戦
略
の
改

訂
に
も
反
映
さ
せ
た
い
と
の

考
え
を
示
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
活
用

で
き
る
よ
う
柔
軟
に
制
度
を

見
直
し
、
引
き
続
き
必
要
な

予
算
の
確
保
に
取
り
組
み
、

交
付
金
の
採
択
事
業
に
つ
い

て
は
、
効
果
検
証
を
実
施

し
、
有
効
な
事
例
を
整
理
し

た
上
で
、
各
自
治
体
に
情
報

提
供
を
行
う
と
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
本
年
4
月
改
定

の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
地
方
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
取
組
を
行
っ
て
い
く
と
の

考
え
を
示
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・

確
保
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
人
材
の
地
方
へ
の
還
流
を

目
指
し
、
地
域
企
業
へ
の
人

材
マ
ッ
チ
ン
グ
や
地
方
公
共

団
体
へ
の
デ
ジ
タ
ル
専
門
人

材
派
遣
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
人

材
地
域
還
流
戦
略
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
し
て
集
中
的
に
実
施
す

ー
ク
の
普
及
な
ど
で
東
京
圏

か
ら
地
方
圏
へ
の
人
口
分
散

が
見
ら
れ
た
が
、感
染
の
鎮

静
化
、社
会
経
済
活
動
の
正

常
化
に
伴
う
東
京
圏
へ
の
人

口
回
帰
現
象
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。昨
年
12
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
総
合
戦
略
で「
地

方
と
東
京
圏
と
の
転
入・転

出
に
つ
い
て
２
０
２
７
年
度

に
均
衡
す
る
」と
い
う
重
要

業
績
評
価
指
標
が
打
ち
出
さ

れ
た
が
、実
現
に
は
次
元
の
異

な
る
大
胆
な
政
策
が
必
要
と

し
て
、今
後
の
具
体
的
な
戦

略・
戦
術
の
提
示
を
求
め
た
。

通
、医
療・福
祉
な
ど
様
々
な

行
政
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
取
組
事
例
が
全

国
各
地
で
広
が
る
一
方
、
費

用
対
効
果
や
事
業
の
継
続
性

な
ど
の
課
題
や
問
題
点
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
際

の
取
組
事
例
の
検
証
を
行
っ

た
上
で
、
有
効
な
政
策
は
引

き
続
き
横
展
開
を
図
り
、
改

善
を
要
す
る
事
例
は
原
因
を

整
理
の
上
、
自
治
体
へ
の
情

報
提
供
を
求
め
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
テ
レ
ワ

人
口
の
地
方
定
住

る
と
表
明
し
た
。

ま
た
、
東
京
一
極
集
中
の

是
正
、
転
出
入
の
均
衡
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
は
、
若

者
の
地
方
移
住
に
対
す
る
支

援
強
化
や
企
業
の
地
方
移
転

が
重
要
だ
と
し
た
。
地
方
創

生
テ
レ
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る

推
進
な
ど
に
加
え
、
▽
ス

マ
ー
ト
農
業
、
観
光
Ｄ
Ｘ
な

ど
地
方
に
仕
事
を
つ
く
る
取

組
▽
地
域
交
通
、
医
療
Ｄ
Ｘ

な
ど
魅
力
的
な
地
域
を
つ
く

る
取
組
―
を
進
め
、
地
方
へ

の
人
の
流
れ
を
よ
り
強
化
し

て
い
く
と
し
た
。

清水会長
（横浜市）

的
な
取
組
を
促
進
す
る
た
め
、

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金
」
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
間
の
デ

ジ
タ
ル
格
差
が
生
じ
な
い
よ

う
に
、
５
Ｇ
、
光
フ
ァ
イ
バ

等
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
や
、
専
門
的
な
デ
ジ
タ

ル
人
材
の
育
成
確
保
に
つ
い

て
重
点
的
な
取
組
を
求
め
た
。

ま
ち
づ
く
り
、
産
業
、
交

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
の
着
実
な
推
進

意見陳述する清水会長（横浜市）尾﨑デジタル大臣政務官（左）、岡田デジタル田園都市国家構想
担当・地方創生担当大臣（中央）、自見内閣府大臣政務官（右）

清水富雄会長（横浜市）をはじめ地方六団体の代表は６月７日、デジタル田園都市国家構想及び地方
創生に関する地方六団体との意見交換会に出席し、岡田直樹デジタル田園都市国家構想担当・地方創生
担当大臣、尾﨑正直デジタル大臣政務官らと意見交換を行った。

デジタル 田 園 構 想 で 意 見 陳 述
市議会議長会  清水会長

「「
デ
ジ
田
構
想
の
着
実
な
推
進
を

デ
ジ
田
構
想
の
着
実
な
推
進
を
」」

清
水
会
長

岡
田
大
臣

「
総
合
戦
略
の
深
化
が
重
要
」

「
総
合
戦
略
の
深
化
が
重
要
」

デ
ジ
タ
ル
政
策
の

検
証
と
情
報
提
供

デジタル田園都市国家構想 ・ 地方創生
意見交換会意見交換会 岡田大臣 尾﨑政務官

地方六団体代表×
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飯島北海道議長会会長
（札幌市）

田口中国議長会会長
（岡山市）

中
国
市
議
会
議
長
会
は
５

月
30
日
、
岡
山
市
で
第
１
５

２
回
定
期
総
会
を
開
催
。
新

会
長
に
田
口
裕
士
岡
山
市
議

会
議
長
を
選
任
す
る
と
と
も

に
、
国
に
対
す
る
要
望
議
案

を
決
定
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
会
長
提

出
議
案
の
令
和
４
年
度
決
算

を
認
定
す
る
と
と
も
に
、
５

年
度
予
算
を
決
定
し
た
。

続
い
て
、
各
県
支
部
か
ら

北
海
道
市
議
会
議
長
会
は

５
月
30
日
、札
幌
市
（
開
催
市

＝
江
別
市
）で
第
86
回
定
期
総

会
を
開
催
。新
会
長
に
飯
島
弘

之
札
幌
市
議
会
議
長
を
選
任

す
る
と
と
も
に
、国
に
対
す
る

要
望
議
案
を
決
定
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
会
長
提

出
議
案
と
し
て
令
和
４
年
度

決
算
を
認
定
し
、
５
年
度
事

業
計
画
、
予
算
を
決
定
し
た
。

件　名 提　出
支部名

1 北海道新幹線の建設促進 道 西

2 北方領土問題の早期解決等について 道 東

3 地域医療体制の充実確保 道 東

4 北海道の道路整備 道 東

北海道市議会議長会 各支部提出議案
続
い
て
、
各
支
部
か
ら
提

出
さ
れ
た
議
案
４
件
を
決
定

し
た
（
左
表
）。

こ
の
う
ち
、
左
表
１
、２
、

件　名 提　出
県　名

1 ICT教育環境の整備に必要な財源の確保 山 口

2 山陰道の建設促進 山 口

3 脱炭素社会の実現に向けた取組の支援 山 口

4 地方の農地の保全と活用のための支援拡充 広 島

5 保育士の配置基準の見直し 広 島

6 少人数学級、教職員定数の改善及び義務
教育費国庫負担制度の負担割合引上げ 広 島

7 高速道路ネットワークの早期整備等 島 根

8 地域医療崩壊の危機を救う施策の早期実施 島 根

9 子ども・子育て支援施策の充実 島 根

10 米子・境港間を結ぶ高規格道路の整備 鳥 取

11 高速道路ネットワークの整備促進 鳥 取

12 空家等対策の実効性の確保 鳥 取

13 給食費の無償化 岡 山

14 18 歳までの子ども医療費無料制度の創設 岡 山

15 地方公共交通の維持 岡 山

中国市議会議長会 各県支部提出議案 提
出
さ
れ
た
要
望
議
案
15
件

を
決
定
し
た
（
左
表
）。

こ
の
う
ち
、
左
表
７
、
10
、

13
の
３
件
を
本
会
第
99
回
定

期
総
会
へ
部
会
提
出
議
案
と

し
て
提
出
し
、
左
表
４
を
予

備
議
案
と
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

４
の
３
件
を
本
会
第
99
回
定

期
総
会
へ
部
会
提
出
議
案
と

し
て
提
出
し
、
左
表
３
を
予

備
議
案
と
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

地
方
議
長
会
総
会
で
新
会
長
選
任

北
海
道
・
中
国
・
四
国
・
九
州

北
海
道
・
中
国
・
四
国
・
九
州

４
月
13
日
開
催
の
東
北・北
信
越・関
東
市
議
会
議
会
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
し
た
各

地
方
市
議
会
議
長
会
の
定
期
総
会
は
、
６
月
８
日
開
催
の
四
国
市
議
会
議
長
会
・
九
州

市
議
会
議
長
会
の
定
期
総
会
を
も
っ
て
全
て
の
開
催
が
終
了
し
た
。
地
方
議
長
会
総
会

で
は
、
会
長
は
じ
め
役
員
を
改
選
し
、
議
案
を
決
定
。
こ
の
う
ち
要
望
議
案
３
件
を
部

会
提
出
議
案
、
１
件
を
予
備
議
案
と
し
て
６
月
14
日
開
催
の
本
会
第
99
回
定
期
総
会
へ

提
出
す
る
。

北
海
道
市
議
会
議
長
会

北
海
道
市
議
会
議
長
会

第第
8686
回
総
会

回
総
会

中
国
市
議
会
議
長
会

中
国
市
議
会
議
長
会

第第
１
５
２

１
５
２
回
総
会

回
総
会

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

関
東
部
会
長

市
の
水
戸
市
で

議
長
交
代
が
あ

り
、
役
員
に
欠

員
が
生
じ
た
た

め
、
役
員
補
欠

選
任
を
６
月
８

日
付
け
で
実
施

し
た
。

後
任
に
は
、

大
津
亮
一
水
戸

市
議
会
議
長
が

選
任
さ
れ
た
。

な
お
、
6
月
14
日
に
本

会
定
期
総
会
を
開
催
し
、

役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
る

た
め
、
任
期
は
６
月
14
日

ま
で
。

大津関東部会長
（水戸市）

役員補欠選任役員補欠選任
関 東 部 会 長関 東 部 会 長



令和 5年６月 15日号（4）第 2231 号 全 国 市 議 会 旬 報

件　名 提 出
県 名

1 生活基盤施設耐震化等交付金の交付対象の
拡充 徳 島

2 特定教育・保育施設等における職員配置基準
の見直し 香 川

3 帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化 高 知

4 宅地耐震化推進事業（大規模盛土造成地の変
動予測調査）の交付金補助嵩上げの延伸 愛 媛

5 学校給食費の無償化 徳 島
6 公金収納等事務に要する経費に対する財政措置 香 川

7 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補
助制度の創設 高 知

8 市道舗装の長寿命化に係る国支援制度の拡充 愛 媛

9 ＧＩＧＡスクール構想推進にかかる国の財
政支援措置 徳 島

10 救急資機材整備事業補助金 香 川

11 南海トラフ地震津波避難対策特別強化地域
に対する高台造成に関する支援制度の創設 高 知

12 デジタルデバイドの是正 愛 媛

四国市議会議長会 各県市議会議長会提出議案

件　名 提 出
県 名

1 日米地位協定の抜本的な改定及び在沖米軍基
地の負担軽減 沖 縄

2 都市財政の充実強化 長 崎

3 義務教育段階における教育環境の改善及び
充実 福 岡

4 障がい児者や就職氷河期世代の福祉の増進 福 岡
5 中学校部活動の地域移行に伴う財政支援等 熊 本

6 地域医療の充実強化並びに自治体病院や公的
病院の医師確保対策及び財政支援措置 宮 崎

7 森林環境譲与税の配分 鹿 児 島

8 アフターコロナ・ ウィズコロナを見据えた
地域経済等への対策 宮 崎

9 農林漁業の振興対策 鹿 児 島
10 地方鉄道（第三セクター）の財政支援 福 岡

11 持続可能な下水道事業の実施に向けた必要
な予算の確保 佐 賀

12 幹線道路網の整備促進 佐 賀
13 新幹線等の整備促進 佐 賀
14 西九州地域の交通網の整備促進 長 崎
15 離島振興 長 崎
16 中九州地域の交通網の整備促進 熊 本
17 東九州地域の広域交通網の整備促進 大 分

18 豪雨災害からの早期復旧等及び災害復旧事
業の財政措置 大 分

19 宮崎県の高速道路等交通網の早期整備 宮 崎
20 南九州地域の交通網の整備促進 鹿 児 島
21 鉄軌道を含む新公共交通システムの早期導入 沖 縄

九州市議会議長会 各県支部提出議案

四
国
市
議
会
議
長
会

四
国
市
議
会
議
長
会

第第
8585
回
総
会

回
総
会

九
州
市
議
会
議
長
会

九
州
市
議
会
議
長
会

第第
9898
回
総
会

回
総
会

渡部四国議長会会長
（松山市）

毎熊九州議長会会長
（長崎市）

 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

市議会が進める独自の取組を毎月紹
介する時事通信社 iJAMP「市議会最
前線」。６月は香川県坂出市が取り組む
「高校生とともに住みたいまちを考える」
を紹介しています。

本記事は、本会ウェブサイト「議会
改革の取組」でご覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 香川県坂出市

四
国
市
議
会
議
長
会
は
６

月
８
日
、
松
山
市
で
第
85
回

定
期
総
会
を
開
催
。
新
会
長

に
渡
部
克
彦
松
山
市
議
会
議

長
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、

国
に
対
す
る
要
望
議
案
を
決

定
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
慶
弔
規

程
の
一
部
改
正
、
令
和
５
年

度
予
算
を
決
定
し
た
。

続
い
て
、各
県
市
議
会
議
長

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
議

案
12
件
を
決
定
し
た（
左
表
）。

こ
の
う
ち
、
左
表
２
、５
、

11
の
３
件
を
本
会
第
99
回
定

期
総
会
へ
部
会
提
出
議
案
と

し
て
提
出
し
、
左
表
８
を
予

備
議
案
と
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

九
州
市
議
会
議
長
会
は
６

月
８
日
、
長
崎
市
で
第
98
回

定
期
総
会
を
開
催
。
新
会
長

に
毎
熊
政
直
長
崎
市
議
会

議
長
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、

国
に
対
す
る
要
望
議
案
を
決

定
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
会
長
提

出
議
案
と
し
て
令
和
５
年
度

予
算
を
決
定
し
た
。

続
い
て
、
各
県
支
部
か
ら

提
出
さ
れ
た
要
望
議
案
21
件

を
決
定
し
た
（
左
表
）。

本
会
第
99
回
定
期
総
会

へ
の
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、

左
表
１
及
び
「
義
務
教
育
段

階
に
お
け
る
教
育
環
境
の
改

善
及
び
充
実
※
」、「
九
州
に

お
け
る
高
速
交
通
網
の
整
備

促
進
※
」
の
３
件
を
決
定
し
、

左
表
９
を
予
備
議
案
と
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

※
「
義
務
教
育
段
階
に
お
け

る
教
育
環
境
の
改
善
及
び
充

実
」
に
つ
い
て
は
左
表
３
と

５
を
、「
九
州
に
お
け
る
高
速

交
通
網
の
整
備
促
進
」
は
左

表
10
、
12
～
17
、
19
～
21
を

そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
た
要
望
議

案
と
な
っ
て
い
る
。

•
•
 •

 •
 •

 •
•

https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html


全 国 市 議 会 旬 報 第 2231 号（5）令和 5年６月 15日号

	 件　　名	 意見書	 決議 
〇新型コロナウイルス感染症の後 60 ―
　遺症の方々の日常を守る取組の
　強化
〇認知症の人も家族も安心な社会 55 ―
　の構築
〇アスベスト被害を抑える対策の 37 ―
　強化 
〇地域のグリーントランスフォー 34 ―
　メーション（ＧＸ）の促進
〇保育士の配置基準の見直し及び 33 ―
　処遇改善 
〇最低賃金の改善 16 ― 
〇帯状疱疹ワクチンへの助成並び 14 ―
　に定期接種化 
〇不登校児童生徒に対して多様な 14 ―
　学習機会確保のための経済的支
　援制度の確立
〇 LGBTQ に関する差別を解消し、 13 1
　人権を守る法整備
〇学校給食費の無償化 10 1 
　【小計】 286 2
〇その他 211 37 
【総合計】 497 39

※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

2 月から 4 月に可決した意見書・決議の状況

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た

件
数
」
と
は
、
各
市
区
議
会

か
ら
本
会
Ｈ
Ｐ
の
「
議
会
事

務
局
専
用
ペ
ー
ジ
」
の
オ
ン

ラ
イ
ン
調
査
・
回
答
シ
ス
テ

ム
に
入
力
さ
れ
た
意
見
書
・

決
議
を
集
計
し
た
も
の
で
す

（
一
部
郵
送
分
の
手
集
計
を

含
む
）
。

な
お
、
各
市
区
議
会
か
ら

本
会
Ｈ
Ｐ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調

査
・
回
答
シ
ス
テ
ム
に
入
力

さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
（
平

成
16
年
以
降
の
も
の
）
は
、

「
事
務
局
専
用
ペ
ー
ジ
」
か

ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

令
和
５
年
２
月
か
ら
４
月
に
全
国
の
市
区
議
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
の

う
ち
、
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
も
の
を
取
り
ま
と
め
た
。
件
数
の
多
い
順
に
主
な
内

容
を
紹
介
す
る
。

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

（

）

令
和
５
年
２
月
～
４
月

コ
ロ
ナ
後
遺
症
患
者

コ
ロ
ナ
後
遺
症
患
者

日
常
守
る
取
組
強
化

日
常
守
る
取
組
強
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
後
遺
症
の
方
々
の
日

常
を
守
る
取
り
組
み
の
強
化

を
求
め
る
意
見
書
が
、
60
件

で
最
多
だ
っ
た
。

意
見
書
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
罹
患

者
の
中
で
疲
労
感
・
倦
怠
感

な
ど
の
後
遺
症
を
訴
え
る
患

者
が
増
え
て
お
り
、
治
療
法

の
確
立
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
指
摘
。

そ
の
上
で
、
①
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
後
遺

症
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
、

筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
／
慢
性
疲

労
症
候
群
と
の
関
連
も
含
め

た
実
態
調
査
の
推
進
②
一
部

医
療
機
関
で
実
施
さ
れ
て
い

る
Ｂ
ス
ポ
ッ
ト
療
法
（
上
咽

頭
擦
過
療
法
）等
の
検
証
、療

法
の
標
準
化
に
よ
る
後
遺
症

に
対
応
で
き
る
医
療
機
関
や

相
談
窓
口
の
拡
充
③
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
後
遺
症
の
原
因
究
明
と
新

た
な
治
療
法
の
確
立
に
向
け

た
研
究
予
算
の
確
保
―
な
ど

を
要
望
し
て
い
る
。

認
知
症

認
知
症  

家
族
も
安
心
な

家
族
も
安
心
な

社

会

の

構

築

社

会

の

構

築

認
知
症
の
人
も
家
族
も
安

心
な
社
会
の
構
築
を
求
め
る

意
見
書
は
55
件
。

意
見
書
で
は
、
高
齢
化
率

の
上
昇
に
伴
い
認
知
症
患
者

の
増
加
が
予
測
さ
れ
、
将
来

を
見
据
え
て
備
え
の
拡
充
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
。

認
知
症
の
人
も
家
族
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の
構

築
及
び
患
者
や
家
族
の
困
難

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
等
の

育
成
促
進
や
、
身
近
な
薬
局

や
介
護
施
設
等
へ
の
相
談
窓

口
の
開
設
支
援
②
当
事
者
や

家
族
と
の
連
携
を
重
視
し
た

薬
や
対
処
法
等
の
研
究
開
発

体
制
の
強
化
③
認
知
症
の
人

と
家
族
に
寄
り
添
う
制
度
の

整
備
④
「（
仮
称
）
認
知
症
基

本
法
」
の
整
備
―
な
ど
を
求

め
て
い
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

対

策

強

化

対

策

強

化

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を
抑
え

る
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意

見
書
は
37
件
。

意
見
書
で
は
、
①
ア
ス
ベ

ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
者
の

治
療
や
進
行
抑
制
に
効
果
の

あ
る
研
究
・
開
発
の
促
進
、

そ
の
た
め
の
安
定
的
な
予
算

確
保
②
地
域
の
建
築
物
に
お

け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ

る
建
材
の
使
用
の
有
無
の
事

前
調
査
と
解
体
・
処
分
ま
で

の
追
跡
調
査
の
強
化
③
改
正

大
気
汚
染
防
止
法
施
行
に
よ

る
建
物
の
解
体
な
ど
に
お
け

る
飛
散
防
止
対
策
の
実
施
状

況
調
査
の
強
化
―
な
ど
を
要

望
し
て
い
る
。

地
域
Ｇ
Ｘ
の
促
進

地
域
Ｇ
Ｘ
の
促
進

地
域
の
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ

Ｘ
）
の
促
進
を
求
め
る
意
見

書
は
34
件
。

意
見
書
で
は
、
①
各
家
庭

の
省
エ
ネ
促
進
に
向
け
て
関

係
省
庁
で
連
携
し
、
住
宅
の

省
エ
ネ
化
や
太
陽
光
発
電
と

蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た
電

力
の
自
給
自
足
へ
の
支
援

強
化
②
蓄
電
池
の
大
容
量

化
、
低
コ
ス
ト
化
と
と
も
に

余
剰
電
気
を
水
素
で
蓄
え
る

こ
と
等
を
可
能
と
す
る
研
究

開
発
の
加
速
③
熱
需
要
の
脱

炭
素
化
や
熱
の
有
効
利
用
に

向
け
た
設
備
等
の
導
入
促
進

④
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
大
量
廃

棄
に
備
え
た
廃
棄
・
再
生
施

設
整
備
へ
の
投
資
促
進
、
太

陽
光
発
電
施
設
の
維
持
管
理

や
更
新
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
供
給
量

を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
的

措
置
の
検
討
⑤
電
力
の
広
域

系
統
整
備
の
た
め
の
資
金
調

達
等
が
可
能
と
な
る
環
境
整

備
、
効
率
的
な
送
電
シ
ス
テ

ム
整
備
へ
の
技
術
開
発
の
強

化
―
を
求
め
た
。



令和 5年６月 15日号（6）第 2231 号 全 国 市 議 会 旬 報

基 調 講 演
鍼灸師・海老原商店を活かす会代表 海老原 義 也 氏
共立女子大学家政学部児童学科准教授 小 林 正 泰 氏
東京大学・大学院工学系研究科 
都市工学専攻准教授 中 島 直 人 氏

パネルディスカッション
鍼灸師・海老原商店を活かす会代表 海老原 義 也 氏
共立女子大学家政学部児童学科准教授 小 林 正 泰 氏
東京大学・大学院工学系研究科 
都市工学専攻准教授 中 島 直 人 氏
【司 会】
東京大学・大学院工学系研究科都市工学
専攻教授・東大まちづくり大学院コース長 小 泉 秀 樹 氏

「「関東大震災100年関東大震災100年 －  － ひとびとは何を受け継いできたのかひとびとは何を受け継いできたのか」」

第54回『都市問題』 
公開講座

公益財団法人 後藤・安田記念東京都市研究所
The Tokyo Institute for Municipal Research

日 程 令和5年7月22日（土）
 13:00～16:00（開場12:30）
場 所 日本プレスセンター　10階ホール
 〒100-0011　東京都千代田区内幸町2-2-1
参加費 無　料

参加申込 後藤・安田記念東京都市研究所
 ホームページより 
申込期限 令和5年7月20日（木）
※満席となりしだい受付を終了します。
※本講座は、オンライン配信をあわせて行います。
　視聴方法等はホームページにてご案内いたします。

日程・会場 出 演 者

公益財団法人 後藤・安田記念東京都市研究所
〒100-0012　東京都千代田区日比谷公園1-3　市政会館 5階　TEL.03-3591-1201　FAX.03-3591-1209

https://www.timr.or.jp/

お問合せ先

関東大震災からの復興では、土地区画整理による燃えにくい街区形成や耐火建築化の促進など、災害に強いまちづくりが行
われた。発災から100年が過ぎ、復興期に建設された建物の多くが取り壊され、震災の記憶は人々の脳裏から薄れてしまっている。
とはいえ、地域を虫の目で見てみると、復興小学校と小公園の組み合わせなどのハードが残っていたり、復興理念や防災意識な
どのソフトが継承されていたりするのではないだろうか。本講座では、発災から100年たった東京において、地域に住まうひとびと
が関東大震災の被災と復興から何を受け継いできたのかを考えたい。

申込要領

本セミナーは、地方議会議員の活動、議会での政策提言の改善・強化に資する内容を目的として、各地で地方創生
にむけた重要な役割を持つ、幅広い視野を持って取り組む地方議会議員の繋がりを創出することを目指しています。

令和５年度
新たな知と方法を生む地方創生セミナー

― これからの地方自治と議員活動の
ための最新のヒント―

地方議会議員特別セミナー

日　程 令和５年８月４日（金） 　13:20 - 17:30
会　場 日本橋プラザビル3階　会議室2 , 3
 東京都中央区日本橋 2-３-４
参加費 15,000円　※センター賛助会費として
交流会 講演後、希望者による交流会を開催（要参加費）
定　員 25名
申　込 地域活性化センター ウェブサイトから 

▶ 議会での提言、活動にすぐに使える
　ヒントが得られます。

▶ 著名講師を招いた少人数セミナーで、
　親しく意見交換できます。
　参加者間の交流時間もあります。

演題:「地方自治をめぐる
 今日的課題と議会への期待」

演題:「地方財政をめぐる直近の
 状況」

演題:「こども家庭庁の政策と
 地方で変わること」（仮題）

一般財団法人
地域活性化センター
�������������������������������������

大正大学地域構想研究所所長
元総務大臣

片 山 善 博
地方財政審議会会長
関西学院大学名誉教授

小西 砂千夫
長官官房総務課
こども家庭庁

省庁政策
紹介

講演・演題

講座の特徴

令和５年

8/4（金）
13:20 - 17:30

https://www.timr.or.jp/toshimondai/index.html
https://www.timr.or.jp/toshimondai/inquire.html
https://www.timr.or.jp/toshimondai/inquire.html
https://www.timr.or.jp/toshimondai/inquire.html
https://www.timr.or.jp/
https://www.jcrd.jp/event/matchingseminar/2023/0611_2796/
https://www.jcrd.jp/event/matchingseminar/2023/0611_2796/
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第１章　議会の基本
議員の定数／議員の選挙／議員の身分の得喪／任期／
兼職禁止／兼業禁止／議員の権利／ 議員の義務／議会
の権限／検査権／懲罰／請願と陳情／意見書提出権／
100条調査／資格決定／不信任議決／自主解散権／政務
活動費／議員報酬・費用弁償・期末手当／議員派遣

第２章　本会議の運営
地方議会の招集と会議の種類／応招／会期／議席／会
議時間／休憩・延会・休会／定足数とその例外／開議請
求／議長及び副議長／議案の種類／議事日程／基本的
な議案等の審議の過程／議案等の説明／説明員／一般
質問と質疑／緊急質問／事件の委員会付託と省略／委
員長報告、委員会の中間報告／討論／議案の修正／事
件の訂正や撤回／発言と発言通告書／議員の発言取消
と発言訂正／表決／議会の諸原則／除斥／本会議外部
からの意見聴取／閉会中の継続審査／本会議の会議録

第３章　委員会の運営
委員会／委員／委員長及び副委員長の互選方法／委員
会の招集／委員会の会議時間／委員会の公開／委員会
における会議運営／議長と委員会／委員会の特殊形態
／委員会の権限／委員会外部からの意見聴取／閉会中
の継続審査／委員派遣／中間報告／委員会報告書／少
数意見／附帯決議／再付託及び再審査／委員会の会議
録／秘密会／発言／審査期限／秩序保持に関する措置
／本会議と委員会の関係

第４章　協議等の場

◉資料
・地方自治法（第2編第6章及び第7章議会関係条文抜粋）
・標準市議会会議規則
・標準市議会委員会条例

株式会社 　　　　 にて受付しておりますご購入、お問合せ
地方議会議員ハンドブック ＜第２次改訂版＞

編著者名 全国市議会議長会／著
判　　型 A5・232 ページ
商品形態 単行本・電子書籍
発行年月 令和 5 年 6 月
販売価格 2,200 円（税込み）

〒 136-8575
東京都江東区新木場 1-18-11
TEL 0120-953-431（平日9:00 ～ 17:00）

株式会社　　　　　  オンラインショップ  

地方議会議員 ハンドブック
第2次改訂版

全国市議会議長会 著

議会運営の手引書
地方自治法や会議規則で定められている議会のルール読みやすい
2 色刷りにしてをわかりやすくまとめた待望の最新改訂版

令和5年6月発刊 読みやすい2色刷り

株式会社

本会はこのほど「地方議会議員ハンドブック 第2次改訂版」
を発刊しました。
本書は、地方議会関係者の方々からの要望を受け、地方議

会のしくみや議事の流れを分かりやすく解説し、議会での活
動のポイントをまとめたハンドブックとして、平成 19 年 6月
に発刊しました。
その後、平成 29 年 6 月の改訂版を経て、このたび、災害等

による開会日の変更や委員会のオンライン開催など、最新の地方自治関係法令及び行政実例に
対応した内容となっております。
本書の構成は、大きく「議会の基本」「本会議の運営」「委員会の運営」に分け、できるだけ平

易な記述とし、読みやすいよう 2色刷としております。
本書が地方議会議員の方々、議会事務局をはじめとする関係機関の方々に身近なハンドブック

としてご活用いただき、地方分権の時代にふさわしい活力ある地方議会の運営につながれば幸
いです。

目　次

https://shop.gyosei.jp/products/detail/11581
https://shop.gyosei.jp/products/detail/11581
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西日本総合展示場
新館 福岡県北九州市小倉北区

浅野三丁目8-1

令和
５年

9:00～（開場8:30～）
10月25日 26日

[水] [木]
▶

13:00～（開場・受付12:00～）

2,500名定　員

※今後の感染状況に応じて、中止等の
　場合があります。

9,000円参加費

大
会
テ
ー
マ

統
一
地
方
選
挙
の
検
証
と

地
方
議
会
の
課
題（
仮
）

◆第1日目：10月25日㈬

●プログラム（予定）

12:00 開場・受付開始
13:00 開会式
13:20 第1部 基調講演
14:40 第2部 パネルディスカッション
16:50 終了
17:15 第3部 意見交換会
　　　　　（於：リーガロイヤルホテル小倉）

◆第2日目：10月26日㈭

  9:00 第4部 課題討議
11:00 閉会式
11:30 第5部 視察

※講師等詳細は決まり次第、
　全国市議会議長会ホームページに
　掲載します。

■主催：全国市議会議長会　■後援：総務省（予定）
■実施：第18回全国市議会議長会研究フォーラム実行委員会（予定）
■協賛：全国市議会議員互助会、（有）都市企画センター

第18回

全国市議会議長会
研究フォーラム 北九州

日本新三大夜景都市全国１位

西日本総合展示場
新館 福岡県北九州市小倉北区

浅野三丁目8-1

令和
５年

9:00～（開場8:30～）
10月25日 26日

[水] [木]
▶

13:00～（開場・受付12:00～）

2,500名定　員

※今後の感染状況に応じて、中止等の
　場合があります。

9,000円参加費

大
会
テ
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統
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の
検
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の
課
題（
仮
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◆第1日目：10月25日㈬

●プログラム（予定）

12:00 開場・受付開始
13:00 開会式
13:20 第1部 基調講演
14:40 第2部 パネルディスカッション
16:50 終了
17:15 第3部 意見交換会
　　　　　（於：リーガロイヤルホテル小倉）

◆第2日目：10月26日㈭

  9:00 第4部 課題討議
11:00 閉会式
11:30 第5部 視察

※講師等詳細は決まり次第、
　全国市議会議長会ホームページに
　掲載します。

■主催：全国市議会議長会　■後援：総務省（予定）
■実施：第18回全国市議会議長会研究フォーラム実行委員会（予定）
■協賛：全国市議会議員互助会、（有）都市企画センター

第18回

全国市議会議長会
研究フォーラム 北九州

日本新三大夜景都市全国１位

日本新三大夜景都市全国１位

北 九 州

本
会
主
催
の
第
18
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
10
月
25
、
26
の
両
日
、
市
制
60
周
年

を
迎
え
た
福
岡
県
北
九
州
市
の
西
日
本
総
合
展
示
場
新
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
大
会
テ
ー
マ
は
「
統
一
地
方
選
挙
の
検
証
と
地
方
議
会
の
課
題（
仮
）」
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
事
例
報
告
を
交
え
た
課
題
討
議
を
行
う
予
定
で
す
。

参
加
申
込
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

 

に
掲
載
い

た
し
ま
す
。
お
問
合
せ
は
企
画
議
事
部（
☎
０
３
―
３
２
６
２
―
２
３
０
3
）ま
で

大会テーマ

統一地方選挙の検証と地方議会の課題（仮）

全国市議会議長会研究フォーラム第18回
令和
5年

13：00～（開場・受付12：00～） 9：00～（開場8：30～）
10月25日  ▶  10月26日 西日本総合展示場

新館
㈬ ㈭

福岡県北九州市小倉北区
浅野三丁目8-1

1212::00	 開場・受付開始00	 開場・受付開始
1313::00	 開会式00	 開会式
1313::20	 第 1 部	 基調講演20	 第 1 部	 基調講演
1414::40	 第 2 部	40	 第 2 部	 パネルディスカッションパネルディスカッション
1616::50	 終了50	 終了
1717::15	 第 3 部	意見交換会15	 第 3 部	意見交換会

				99::00	 第 4 部	課題討議00	 第 4 部	課題討議
1111::00	 閉会式00	 閉会式
1111::30	 第 5 部	視察30	 第 5 部	視察

※講師等詳細は決まり次第、本会
ウェブサイトに掲載します。

プ
ロ
グ
ラ
ム

10
月
25
日
水

第
１
日
目

北九州市は「日本新三大夜景都市」全国１位に認定。写真上は、皿倉山からの夜景。写真下は左から小倉城、工
場夜景、国の重要文化財の門司港駅及び若戸大橋。記事両端を彩る縞は、小倉織の市制60周年の記念柄。

10
月
26
日
木

第
２
日
目

日南市役所新庁舎
（写真提供＝日南市）

議場
（同左）

新
庁
舎
落
成

新
庁
舎
落
成

▽
日
南
市
（
宮
崎
県
）

〒
８
８
７
―
８
５
８
５

日
南
市
中
央
通
１
―
１
―
１

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

内
壁
に
は
市
内
で
育
成

さ
れ
る
飫お

肥び

杉す
ぎ

が
使
用
さ

れ
、
木
の
温
か
み
の
あ
る
議

場
と
な
っ
て
お
り
、
傍
聴
席

に
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の

ス
ロ
ー
プ
や
親
子
席
な
ど
を

設
置
し
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
い
る
。

議
会
人
事

令
和
5
年
６
月
３
～
16
日
に
本

会
「
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査・回
答
シ

ス
テ
ム
」
へ
ご
報
告
い
た
だ
い

た
市
区
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

▼
議
長

▽
伊
豆
の
国

 

柴
田
三
敏（
4・28
）

▽
宇
佐 

永
松　
郁（
5・10
）

▽
諏
訪 

横
山　
真（
5・15
）

▽
東
久
留
米

 

沢
田
孝
康（
5・16
）

▽
佐
世
保 

林　
健
二（
5・17
）

▽
目
黒 

お
の
せ
康
裕（
5・24
）

▽
加
須 

小
坂　
裕（
5・25
）

▽
島
田 

藤
本
善
男（
6・1
）

▽
加
西 

丸
岡
弘
満（
6・2
）

▽
尾
鷲 

仲　
　
明（
6・5
）

▽
吹
田 

野
田
泰
弘（
6・5
）

▽
栗
東 

上
田
忠
博（
6・5
）

▽
吉
野
川 

細
井
英
輔（
6・5
）

▽
鎌
倉 

池
田　
実（
6・6
）

▽
水
戸 

大
津
亮
一（
6・6
）

▽
中
野（
長
野
）

 

原
澤
年
秋（
6・8
）

▽
士
別 

山
居
忠
彰（
6・9
）

▽
練
馬

 

田
中
よ
し
ゆ
き（
6・9
）

▽
日
置 

並
松
安
文（
6・9
）

▽
調
布 

井
上
耕
志（
6・15
）

▼
副
議
長

▽
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国

 

高
橋
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）
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宇
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羅
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▽
諏
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井
上　
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▽
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米

 

島
崎　
孝（
5・16
）

▽
白
井 

秋
谷
公
臣（
5・16
）

▽
佐
世
保 

久
野
秀
敏（
5・17
）

▽
目
黒 

吉
野
正
人（
5・24
）

▽
加
須 

金
子
正
則（
5・25
）

▽
島
田 

大
村
泰
史（
6・1
）

▽
加
西 

高
見
博
道（
6・2
）

▽
足
立

 

長
井
ま
さ
の
り（
6・5
）

▽
尾
鷲 

濵
中
佳
芳
子（
6・5
）

▽
吹
田 

白
石　
透（
6・5
）

▽
栗
東 

中
野
光
一（
6・5
）

▽
吉
野
川 

相
原
一
永（
6・5
）

▽
鎌
倉 

森　
功
一（
6・6
）

▽
水
戸 

高
倉
富
士
男（
6・6
）

▽
練
馬 

酒
井
妙
子（
6・9
）

▽
栃
木 

天
谷
浩
明（
6・9
）

▽
日
置 

中
村
尉
司（
6・9
）

▽
糸
魚
川 

横
山
人
美（
6・12
）

▽
調
布 

内
藤
美
貴
子（
6・15
）

▼
事
務
局
長

▽
胎
内 

佐
藤
一
孝（
4・1
）

▽
鎌
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茶
木
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子（
4・1
）

▽
八
代 

宮
川
武
晴（
4・1
）

▽
い
す
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村
杉
桂
樹（
6・1
）

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/san-kei/09600088.html#:~:text=%E3%81%BE%E3%81%A1%E3%81%A5%E3%81%8F%E3%82%8A-,%E5%8C%97%E4%B9%9D%E5%B7%9E%E5%B8%82%E3%81%8C%E3%80%8E%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%96%B0%E4%B8%89%E5%A4%A7%E5%A4%9C%E6%99%AF%E9%83%BD%E5%B8%82%E3%80%8F%E3%81%AB,%E5%86%8D%E8%AA%8D%E5%AE%9A%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%EF%BC%81&text=%E4%BB%A4%E5%92%8C4%E5%B9%B43,%E5%86%8D%E8%AA%8D%E5%AE%9A%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%EF%BC%81
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